
道路設計の留意事項（Ver5） 

土木設計室 山崎邦広 

1. はじめに 

若手技術者が不足し、技術の伝承が難しい時代となっている。長年道路設計に携わってきた

ため、道路設計の留意事項について、若手技術者にもわかりやすく留意事項を整理することと

した。今回は、吹付枠工の設計における留意点を紹介する。 

2. 吹付法枠工の設置はレベル（水平）がいい理由 

法枠の設置方法は、2 種類ある。 

① 道路が勾配をもっていても水平で設置する方法 

 

② 道路勾配に合わせて設置する方法 

 

法枠のみの場合には、両案とも特にデメリットは無いが、鉄筋挿入工がある場合には、道路

勾配に合わせた設置では足場が斜めになってしまい、打設位置毎に段組しないと機械をセット

できないため、非常に手間がかかることになる。 

法枠はできる限り水平の設計が施工性がよいと考える。 

3. 法枠の配置 

法枠の配置方法は、大きく分けて 3種類ある。 

① 湾曲の折れ点基準に正規マスを作って、お互いに当てる。 

② 湾曲折れ点に不正規マスを集め、左右に正規マスを作る。 

③ 上下ピッチを均等割りして扇状にする。 

施工性、経済性が良いのは②の方法である。その理由としては、正規マスを沢山作れる方が

手間がかからないためである。また、1 箇所に不正規マスが集中しているので、ベテラン法面工

が施工すれば施行スピードが上がるためである。 

③ は見た目は非常に綺麗だが、手間がかかる。 



 

① 湾 曲 の 折 れ 点 基 準 に 正 規 マ ス を 作 っ て 、 お 互 い に 当 て る 方 法

② 湾 曲 折 れ 点 に 不 正 規 マ ス を 集 め 、 左 右 に 正 規 マ ス を 作 る 方 法

③ 上 下 ピ ッ チ を 均 等 割 り し て 扇 状 に す る 方 法



4. 法枠の見た目 

法枠を設置する場合、縦枠は垂直、横枠は水平が基本となる。 

次に横枠で重要なことは、余りの部分を上に配置するか、下に配置するかである。余りの部

分をどこに配置するかで、法枠の見た目はずいぶん違って見える。 

擁壁等の背後に法枠がある場合、法尻に余り部分を配置することで法枠の正規マスが増える

ため、見た目がきれいである。 

 

（法尻に余り部分を配置した場合） 

 

道路沿いの法枠の場合、上側に余り部分を配置することが多いようである。 

 

（法肩に余り部分を配置した場合） 

 

いかに余り部分を見えにくい状況にするかが重要になってくるため、法枠を設置する際は留

意したい部分である。 

5. 水抜きパイプと水切りコンクリート 

法枠には、水抜きパイプを設置する方法と、水切りコンクリートを設置する方法の 2 タイプ

がある。 

水抜きパイプの場合、経年で塩ビ管の穴が閉塞し、水がたまり植生が腐ることになる。また、

枠内から水が浸透すれば飽和状態となる。 

水切りコンクリートは施工性も良く、経済的にも枠内処理が植生の場合、水切りコンクリー

ト分の面積が減るため、枠内植生は減、水切りコンクリートは増で、結果は大差がないことと

なる。 

擁 壁 等



 

6. 終わりに 

今回は吹付法枠設計の留意事項についてまとめてみたが、少しでも若手技術者の参考になれ

ば幸いである。 
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